








 産産業技術総合研究所　地質標本館�

［更新箇所１］ 地質図の歴史コーナー（第１展示室）
［更新内容］  地質調査総合センターの135年の歴史を地質図の歴

史とともに紹介するコーナーのリニューアルです。資
源開発、街造り、土地利用、海洋資源に関わる、明
治初期からの地質調査の歴史を年表にしました。地
質調査総合センターと地質図の135年の歴史の流れ
に沿って音声ガイドを聴けます。

［更新箇所２］  日本列島の立体地質図（プロジェクションマッピング）
（第１展示室）

［更新内容］  日本列島の立体地質図（プロジェクションマッピング）
など展示物について、来館者の理解促進のために音
声ガイダンスを追加しました。日本列島の立体地質図
では、地形図や地質図の背景に、鉄道、活断層など
の情報を投影できますが、そこから読み取れる社会
との関わりを具体的に説明しています。

  約２万年前の関東平野の地形がわかる地下模型で
は、海水面の上下など昔の地質が現在の鉄道の路線
へ影響を与えていることが、模型を見て直感的にわか
ります。その解説を、音声でより具体的に紹介します。

［更新箇所３］ 岩石薄片コーナー（第３展示室）
［更新内容］  岩石薄片の薄さを手でさわって実感できる薄さ体験

ボードで、千円札の１/３以下、30ミクロンの薄さを
体感できるようになりました。

  実物の岩石薄片を回転させることで、色鮮やかに変
化する薄片（鉱物）の干渉色をのぞいて見ることもで
きます。

  岩石や鉱物についての説明を聴きながら、大きなモ
ニターで岩石薄片の作製工程や薄片の美しさを鑑賞
できるようになりました。

［公 開 日］ 2019年４月２日
［準備期間］ 約１年

地質図の歴史コーナー

日本列島の立体地質図（プロジェクションマッピング）

薄片技術を使用した作品「石の昆虫」
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第22回

　かつての自然の姿を知る資料には、古文書や絵画、写真、地図など

がありますが、これらからは森や草原、湿地などの植生を構成する植

物の種組成や立体構造を正確には読み解きにくいです。

　20世紀初頭に日本に植生の現状を系統立てて記録する方法が伝わ

ったことで、現在、国内には様 な々年代の植生の状況が記録された植

生調査資料が多数蓄積されています。当館では、植生調査資料の散

逸を防ぐため、それらを収集・整理し、デジタルデータベースに登録し

て約1.3万点をWEBで公開しています。

兵庫県立人と自然の博物館　橋本　佳延

予告
次回執筆者は、滋賀県立琵琶湖博物館 金尾 滋史さんです。

過去の植生の様子を伝える植生調査資料

ひとはく植生資料データベース　
https://www.hitohaku.jp/musepub_col/VegetationTop.aspx

と　き：2019 年 7 月 4 日（木）・5 日（金）

ところ：国立科学博物館 上野本館

　本年７月４日（木）、国立科学博物館上野本館において第１回理事会・総会を開催いたします。

昨年度の事業報告のほか、海外先進施設調査報告、行政説明、記念講演等を予定しています。

　また、５日の施設見学では、本館リニューアル工事が順次行われ、昨年７月５日に新館オープ

ンも迎えた鉄道博物館の見学を企画中です。

　スケジュールの詳細については５月頃に郵送にてお送りします。皆さまのご参加をお待ちして

おります。

第１回理事会・総会、施設見学のお知らせ

2 01 9年度
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